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いざ大地震発生！　という場合、一人一人が適切な
処置をとれるように、ふだんから心がけていることが大切です。

地震の被害を防いだり、軽くしたりするために、日頃から

気をつけ、ぜひ実行して欲しいことを標語にしました。

★不意の地震に日頃の用意
 

① 丈夫な机、テーブル等に身を隠そう

② あわてて戸外へとび出すな

③ 狭い路地、塀のわき、崖ふちをさけよう

④ 揺れがおさまったら火の始末

⑤ １分過ぎたらまず安心

⑥ 人命救助にも消火が第一

⑦ 山地では山くずれ、傾斜地では崖くずれ

⑧ 海岸では津波、低地では浸水

⑨ 確実な情報に従い、余震をおそれるな

⑩ われがちの行動は混乱のもと

－災害から人命を守り、災害に強い社会を目指して－



★不意の地震に日頃の用意
日頃から、地震の時の動きを決めておきましょう。小さな揺れを感じたら、
とにかくまずは火の始末！　そして部屋の安全ゾーンへ移動しましょう。こ
れは、どんな小さな地震でも訓練のつもりで即行動しましょう。

非常時持出袋 3日分の水食料と生活用品

心の備え 命を守る！



丈夫な机、テーブル等に身を隠そう①



あわてて戸外へとび出すな②

1923年9月1日、関東地震（関東大震災）が発生しました。死者行方不明者10万5
千余人、家屋の全壊が10万9千余、半壊は10万２千余と非常に多く、火事による
被害も大きかったようです。この惨事を教訓とし、防災への備えを怠らないよう
に、1960年に9月1日は“防災の日”と定められました。当日は、各地で様々な災
害を想定した防災訓練が行われています。

9月1日は“防災の日”です

地震の豆知識



狭い路地、塀のわき、崖ふちをさけよう③



揺れがおさまったら火の始末④



一分過ぎたらまず安心⑤



人命救助にも消火が第一⑥



山地では山くずれ、傾斜地では崖くずれ⑦



海岸では津波、低地では浸水⑧



確実な情報に従い、余震をおそれるな⑨



われがちの行動は混乱のもと⑩



防災科学技術研究所

地震の観測を通して、地震が発生する仕組
みを探る研究や、地震に強い建物にするた
めの研究をしています。

1995年阪神・淡路大震災（兵庫県神戸市）

補強・無補強木造住宅の地震実験　
（兵庫県三木市）

　
地震災害の研究地震災害の研究
　
地震災害の研究

災害に強い災害に強い
社会づくりの研究社会づくりの研究
災害に強い
社会づくりの研究
災害に強い社会システムを作るために
強い地震動を予測したり、地域の防災
力を向上するための研究をしたり、最
先端の情報技術を防災に活かすための
研究などをしています。

水・土砂災害の研究水・土砂災害の研究水・土砂災害の研究

正確な降雨量のリアルタイム計測技
術の開発や、土砂災害・水害の発生
予測、将来の台風災害の変化を予測
しています。 2000年東海水害（愛知県名古屋市）

積雪・雪崩などの観
測、実験を通して、
雪氷災害を予測する研究をしています。

雪氷災害の研究雪氷災害の研究雪氷災害の研究

積雪の観測　 
（新潟県中魚沼郡津南町）

火山災害の研究火山災害の研究火山災害の研究

火山災害を減らすため、噴
火予知や溶岩流などの流れ
方の研究を進めています。

溶岩流シミュレーション研究



木造建物を地震の揺れで破壊する実験の結果、古い木造家屋であっても、建築基準を満たす
耐震補強をすることで倒壊しない強さが得られることが証明されました。さらに、耐震補強
は施工した分だけ強度が高まることも明らかになりました。そのため、完全な耐震補強には
費用がかかりすぎるからといって断念せずに、できる範囲でも補強をすれば確実に効果が得
られます。ぜひ一度、我が家の耐震診断を受けてみましょう。役場等に相談すれば、費用や
業者など、適切なアドバイスが得られるでしょう。

実大三次元震動破壊実験施設（兵庫耐震工学研究センター）

　
地震災害の研究

災害に強い
社会づくりの研究

水・土砂災害の研究

雪氷災害の研究

火山災害の研究

Ｅ－ディフェンスの俯瞰図（兵庫県三木市）
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地盤と杭基礎の実験では、液状化による杭
や建物の被害を調べます。

杭

建物

鉄筋コンクリートビルの実験では、ビルの
壊れかたや補強の効果を調べます。

木造建物実験では、古い家の補強の効果を
調べます。

補強なし

補強あり

平成17年4月に兵庫県三木市に完成した世
界最大の耐震実験施設です。実大の建物を
前後左右上下の三次元に震動させて破壊挙
動を検証することができる実験施設です。

世界一の震動台は、1,200㌧（象約240頭分）
までのせることができます。
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　地震は、地下で岩盤がずれ動くことが原因で発生し、海溝付近で発生する海溝
型地震と、陸域の浅いところで発生する活断層地震があります。地震の起きた場
所（震源域）で岩盤がずれ動いた時のエネルギーの大きさ（規模）を表すのが「マ
グニチュード」です。
　
　地震の時にテレビや新聞で発表される「震度」は、各地における地面の「揺れ」
の激しさを表します。震度は、地震の大きさ（マグニチュード）だけではなく、
震源からの距離や地盤条件に影響されます。

地震が起きた時の、震度とマグニチュードはどう違うの？

地震の豆知識
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